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形容詞・形容動詞の連用形の副詞的用法

一一連用修飾語を含む文の基底構造と変形ー-

中 井 陪

はじめに

変形文法理論による日本語の研究は数多くあるが，副詞の研究はあまり

なされていない.本論文では， 日本語の副詞(本論文で副詞と言うと，形

容詞・形容動詞の連用形で連用修飾語と呼ばれているもののことである〉

を研究する.連用修飾語として一括されていたものを分類し，その基底構

造の試案をのべてみたい.

多くの言語において，副詞がその形態上，形容詞と密接な関係を有する

ことは注呂すべき事実である.ある言語では，副調は形容詞に何らかの要

素を付加することによって派生される.

(0.1) 

English : quick十ly→quickly

French; precis + ment→prるClS白Clent(“precise"→“precisely") 

H ungarian : rossz十ul→rosszul(“ bad"→“badly") 

Latin : pulcher十5→pulchre(“beautiful"→“beautifully ") 

文，ある言語では，形容詞と国!詞は同形である.

(0.2) 

Sanskrit: nityam→nityam (“always勺

Russian: xorosij→xorosij (“good 円〉

日本語も例外ではない. 日本語では9 形容詞・形容動詞の連用形が副詞と
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して使われる.

(0.3) 

美しい一→美しく

速いー→速く

正確だ一→正確に

静かだー→静かに

s 
こうした事実に注目して， Katzと Postalは，副詞 (manneradverb) 

を (0.4)の規則によって導くことを提案した.

(0.4) 

in十D出 ml間十A命的e+13;;吋→A恥 tive+ly

例えば， elegantlyは inan elegant mannerより導かれる.

この Katz司Postョl説に対して，多くの人々から修正意見がだされており，

そのうちの一人， Lakoffは， (0.5)， (0.6)で， bの文は cより派生され

ると主張した.

(0.5) 

a. The tailor fitted me. 

b. The tailor fitted me carefully. 

c. The tailor was careful in五ttingme. 

(0.6) 

a. John sharpened knives. 

b. John sharpened knives cautiously. 

c. John was cautious in sharpening knives. 

黒田成幸氏は，様態の副詞 manneradverbは述語として使われた形容

認より導くべきだと主張し，

In brief， one may now be able to say that all the ly.adverbs in 
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qu巴stionare surface manifestations of predicative adjectives in sen-
事

tences one degree higher in the deep structure. 

(0.7)は， (0.8) より導かれると言う.

(0.7) 

John disappeared elegantly. 

(0.8) 

The manner (John disappeared in some manner) was elegant‘ 

日本語の副詞(連用修飾語〉の派生についての研究は少ないが，井上和
申

子氏は，黒田氏と同様の提案している.井上氏の説では， Diagram 0.1が

(0.9)の基底構造である.

(0.的

ジョンは賢明に計画を実行した.

ち
Diagram 0.1 

日-------¥¥¥

/ J人¥寺 γ
/¥  ? 賢明だった

ジョンが主三五量で 方法

計画を実行した

本論文の結論も黒田氏や井上氏と同じである. それは， Higher Verb 

Analysisと呼ばれている.

I 結果の副詞と様態の副詞

(1.1=0.9)をもう一度見てみる. (1.1)は，井上氏によれは三通り

に解釈ができるという. (1.2)が paraphraseした文である.
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(1.1) 

ジョンは賢明に計画を実行した.

(1.2) 

a. ジョンの計画の実行方法が賢明であった.

b.計画を実行した点で，ジョンは賢明であった.
世

c. ジョンが計画を実行したことが賢明であった.

(1.2b) の構造は，本論文では扱わない. (1.2a) の意味では i賢明にJ

は様態副詞 manneradverbであり， (1.2c) の「賢明に」は，英語の文

副詞 sentenceadverb に相当する.井上氏は， (1.2a)の意味で(1.1)の

基底構造として Diagram0.1 を， (1.2c)の意味で Diagram1.1を提案

している.

方
Diagram 1.1 

//¥¥  
ジョンが計画を実行した

S 

Pred 

賢明だった

井上氏は manneradverbと sentenceadverb (1.2 bは別にして〉しか

示していないが，この二つでは不十分である. 日本語の形容詞・形容動詞

の連用形には， manner adverbと sentenceadverb以外の用法があるか

らである.それは「結果の副詞」と呼べるものである i結果の副詞」と

はいかなるものか，それから始めよう.

まず(1.3) と(1.4)を比較してみよう.

(1.3) 私は鉛筆を細くけずった.

(1.4) 私は鉛筆を速くけずった.
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表面上， (1.3) と(1.4)は同じ文型をしている.主語十目的語十副詞十

述語である.しかし，この二つの副詞は全く異なった性質を持っている.

意味的に言えば， (1.3)の「細く」は，けずった後の鉛筆の状態，けずる

という行為の結果を述べているのであり， (1.4)の「速く」は，私が鉛筆

をけずる方法・態度を述べている.従って， (1.3)の「細く」は I結果

の副詞 adverbof resultJ と呼ばれるべきであり， (1.4)の「速く」は，

「様態の副詞 adverbof mannerJ と呼ばれるべきである.

ζれらの意味的なちがいは， paraphraseのちがいに反映される. (1.5) 

と(1.6)を比較してみるとこれが明らかになる.

(1.5) 

a. 私は鉛筆を細〈けずった.

b. 私は鉛筆をけずった.その結果，鉛筆は細くなった.

c. *私の鉛筆のけずり方は細かった. (*はその文が unacceptableで

あること示す〕

(1.6) 

a. 私は鉛筆を速くけずった.

b. *私は鉛筆をけずった.その結果，鉛筆は速くなった.

C. 私の鉛筆のけずり方は速かった.

結果の副詞を含む文は， (1.5b)のように paraphraseできるが， (1.5c) 

のようにはできない. 逆に，様態の副詞を含む文は， (1.6b)のようには

paraphraseできないが， (1.6c)のようにはできる.次にあげる(1.7)か

ら(1.10)までは adverbof resultの例であり， (1.11)から(1.13)ま

では adverbof mannerの例である.

(1.7) 

a. 私は壁を白く塗った.

b.私は壁を塗った.その結果，壁が白くなった.

c 0 *私の壁の塗り方は白かった.
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a. 母はケーキをおいしくやいた.

b.母はケーキをやいた.その結果，

30 

(1.8) 

ケーキがおいしくなった.

*号のケーキのやき方はおいしかった.c 

(1.9) 

在.その子は手をきれいに洗った.

その子は手を洗った.その結果， 手がきれいになった.b. 

ネその子の手の洗い方はきれいだった.c 

(1.10) 

a. 母はコーラを冷蔵庫で冷た〈ひやした.

コーラは冷たくなっその結果，b.母はコーラを冷蔵庫でひやした. 

..:J.-，.. 
I~. 

c. ネ母の冷蔵庫でのコーヲのひやし方はつめたかった.

(1.11) 

a. 私はていねいに壁をふいた.

*私は壁をふいた.その結果，壁がていねいになった.L
U
 

c. 私の壁のふき方はていねいだった.

a. その子は静かに氷菓子を食べた.

b.ネその子は氷菓子を食べた.その結果，氷菓子が静かになった.

c. その子の氷菓子の食べ方は静かだった.

(1.12) 

(1.13) 

その少年はすばやく車をさけた.

b. *その少年は車をさけた.その結果，車がすばやくなった.

a. 

その少年の車のさけ方はすばやかった.

二種の副詞のちがいを示す paraphraseで次の (1.14)から(1.17) も，

c 

ある.
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a. 彼は鉛筆を細くけずる. (Result) 

b. *彼が鉛筆をけずる細さ.

(1.14) 

(1.15) 

a. 母はビールを冷たくひやす. (Result) 

*母がピーノレをひやす冷たさ1
0
 

(1.16) 

a. 母は床をていねいにふく. (Manner) 

b.母が床をふくていねいさ

(1.17) 

a. 太郎は静かに本を読んでいる. (Manner) 

b.太郎が本を読んでいる静かさ

adverb of resultと adverbof mannerを区別しなければならないも

にみられるように，(1.18) 主語・述語の関係である.う一つの根拠は，

adverb of resultは，文の目的語との聞に潜在的主語・述語関係を有し，

にみられるように， adverb of mannerは，文の主語と主語・述語(1.19) 

の関係を有している.

a. 私は鉛筆を細くけずる
主 自国 (結)述

b.鉛筆が細い.

(1.18) 

C. *私が細い.

(1.19) 

a. 私は鉛筆を速くけずる
主 目副 (様)述

b. *鉛筆が速い.

C. 私は(鉛筆のけずり方が〉速い.

さらに語順のちがし、も resultと mannerの区別を支持する証拠の一つ
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(1.20) 

(これは傾向にすぎず厳格な規則ではな

語JI買が比較的自由な言語といわれているが，

のような傾向があるようである.

い.現に (1.19)では目的語が様態の副詞の前にある〉

日本語は，である.

(1.20) 

主語+Adverbof Manner+目的語+Adverbof Result十述語

a， c， eは acceptableであるが， b， dは倒置したと(1.21)で，従って，

a. 彼は鉛筆を細くけずった.
主目測述

(結果)

?彼は細く鉛筆をけずった.
主副目 述

(結果)

c. 彼はていねいに鉛筆をけずった.
主副 ( 様態) 目 述

?彼は鉛筆をていねいにけずった.
主 自 副(様態) 述

e. 彼はていねいに鉛筆を細くけずった.
主副(様態) 目副述

(結果)

fは全ミ unacceptableである。いう感じがし，

(1.21) 

1
0
 

d. 

吋皮は細く鉛筆をていねいにけずった.
主冨目 副(様態) 述

(結果)

f. 

以上で形容詞・形容動詞の連用形による連用修飾語は，結果の副詞と様

この二つもちろん，態の副詞に二分すべきことが明らかになったと思う.

だけでは不卜分で，文副詞 sentenceadverbと呼ばれるものも付け加える

(1.22)で下線をほどこした語がその例である.べきである.

(1.22) 

a. 彼は，間違いなく犯人だ.

b.彼は，大人げなく子供をなぞった.

その時，墨どを立立くし父が帰ってきた.c 

こうした文副詞は，英語の場合と同様，文頭に置くことができる.
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(1.23) 

a.盟主と主二L，彼は犯人だ.

b. 主主庄主~，彼は子供をなくやった.

c. 思いがけなく， その時父が帰ってきた.

そして文副詞は(1.24)のように paraphraseできる.

(1.24) 

a 彼が犯人である{~と}は， 間違いない.

b 彼が子供をなれた{~と)は，大人げなかった
c その時父が帰ってきl:fの 1は，思いがけなかった.-lことj

以上をまとめると， 日本語の副詞(連用修飾語〉は9 次の三つに分類で

きる.

(1.25) 

1.結果の副詞 Adverb of Result 

2. 様態の副詞 Adverb of Manner 

3. 文副詞 Sentence Adverb 

もちろん， このいずれにもあてはまらないものもある. 「得がたL、」ヲ 「縁

どおい」などは， 副詞とならない形容詞である.

E 基底構造と変形

意味が異なれば基底構造も異なる. adverb of resultを含む文の基底構

造と adverbof mannerを含む文の基底構造は異なるはずである. ここで

は，基底構造と変形操作についての一試案をのべてみる.

1 

「結果の副詞」は VP に埋め込まれた文の述語として出発する. Dia-

gram 2.1はその図解である.
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Diagram 2.1 
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この分析に従えば， (1.3)の基底構造は， Diagram 2.2のようになる.

(1.3) 

私は鉛筆を細くけずった.

Diagr乱m 2.2 
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VP， Aux， 

V，た

kezur 会 NPぺ?¥;
ど~I

VJ Jmkq  

NP3は同一名詞勾消去変形 IdenticalNP Deletion によって消去され，

AUX2も Auxiliary消去変形 Auxi1iaryDeletion によって消去される.

この分析を動詞句補文分析 VPComplement Analysisと呼ぶことにす

る.次に，このVPComplement Analysisが他の VPComplementとど
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の点で異なるのかを調べる.

次の例は，全て VPComplementと言われているものである.

(2.1) 

私は弟に本を読ませた.

(2.2) 

私は弟に頭をなぐられた.

(2.3) 

私は水を飲みたい.

(2.4) 

私は学校へ行かない.

8 
く2.1)の基底構造は Diagram2.3のようになる.

Diagram 2.3 

S， 
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これは resultadverbの派生とどの点で異なるのであろうか.

理論上は，主文の述語の種類と埋め込み文の述語の種類によって，次の

表のように 9通りの組み合わせが考えられる.形容動詞が主文の述語とな

る場合はきわめて少ないので， (7)， (8)， (9)は対象外とする.



36 形容詞・形容動詞の連用形の副詞的用法

凪手;rl動

! 詞

| 容詞

*3 ~容動詞

(。

伶)

(的

形容動詞

(7) 

伶)

(9) 

(2)， (3) [結果の副詞〕は， (1)， 仏)， (5)， (6)と二つの点で具なる.第一

に， (1)， (4)， (5)， (6)では，主文の述語になる動詞・形容詞の数が限定され

ているが， (2)， (3)では，主文の述語になれる動詞・形容詞の数が多いとい

うことである. (1)， (4)， (5)， (6)では，その動詞・形容詞を数えあげること
9 

が可能である。次のものがその代表例である.

(1) rare (受身)， sase (使役)， (ra)re (可能)， sur (を~にする)，

nar (rvになる)， age (rvしてあげる)， kure ("，-，してくれる)， mi(rv 

してみる)， hazime ("，-，しはじめる)， das (rvしだす)， owa， oe (rv 

しおわるしおえる)， y丘m (rvしやむ)， tagar (rvしたがる).

(4) ta (rvしたい)， na (rvしない)， yasu (rvしやすい)， niku ("，-，し

にくい)， hosi (rvしてほしい).

(5) na ("，-，しない〉

(6) na (rvしない)

10) 

第二に， (1)，仏)， (5)， (6)の述語は，全て dependentpredicateであるの

に， (2)， (3)の述語は dependentでないことである. dependentであると

は，その埋め込み文の述語が主文に引きあげられるということである.例

で説明すーる. Diagram 2.3で AUX2が消去され， V2が主文へ引きあげら

れ，V1 に Chomsky付加されるのである.表層構造は，大体次のように

なる.
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Di社gram2.4 
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yomと saseは V。によって支配されているから分離できない. (2.5) 

は unacceptableである.

(2.5) 

私iはま yom弟に本を s悶as詑etたこ.

一度 V2が引きあげられ Vj に付加されると，V2 と Vj は一つのVのよ

うに行動するのである.

この述語の引き上げが resultadverbの派生では起らないのである.そ

の証拠に， result adverbは，述語より離し，目的語の前に置くことがで

(2.6) 

私は細く鉛筆をけずる.

Diagram 2.5 
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きる. もし引き上げが起っていれば， hosokは kezurに付加され， kezur 

から離れないはずである.従って表層構造は Diagram2.5のようになる.

以上をまとめると次のようになる.結果の副詞は VPに埋め込まれた文

の述語である.埋め込み文の主語は主文の目的語と同一であるので消去さ

れ，又 Auxも消去される.ここまでは VPComplementと同じである

が，主文の述語が[-dependentJ であるので，述語の引き上げは行なわ

れない.その証拠に，結果の副詞は主文の述語より引き離し， 目的語の前

に置く ζ とができる.

2 

もし VPComplement Analysisが manneradverbの派生にも適用で

きるのなら， (1.4)の基底構造は， Diagram 2.6のようになる.

(1.4) 

私は鉛筆を速くけずった.

Diagram 2.6 
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結果の副詞の場合と同様 NPa，AUX2は消去される. 又，述語の引きあ

げは起らない.

興味あるのは， NPaが主文の主語の NP1と同一である故に消去される

ことである.結果の副詞の場合は，NPaは主文の目的語の NP2 と同一で



形容詞・形容動詞の連用形の副詞的用法 39 

あった.このことは(1.18) と(1.19)で述べたζ とと関係する.

しかしながら，この VPComplement Analysisでは manneradverb 

の派生を完全に説明できない. (2.7)のaとbを比較してみるとこれが明

らかになる.

(2.7) 

a. 太郎はおとなしく本を読んでいる.

b. 太郎はおとなしい.

aでは，おとなしいのは太郎の本の読み方であり， bでは，太郎の性格が

おとなしいのである.従って， (2.8)のような表現が可能なのである.

(2.8) 

太郎は騒々しい人間だが，人前ではおとなしく話す.

もし (2.8)の「おとなしく j が太郎の性格を述べるのなら， (2.8)は矛盾

した内容を言っていることになる. bがaに埋め込まれているとは考えら

れない.

(2.9)が，さらに， VP Complement Analysisの不適当性を証明する.

(2.めでは，埋め込まれた文自体は acceptableだが，文全体は unaccept-

ableという事態が起っている.

(2.9) 

a. 太郎はエヅチだ¥

b. *太郎はエ vチに話す.

「エヅチだ」というのは，ある人の性格について使われる語であり，決し

て manneradverbにはならないのである.

さらに反例をあげる. (2.10)は ambiguousである.

(2.10) 

SさんはTさんに騒々しくしゃべらせた.
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(2.10)は二通りに解釈できる.

(2.11) 

a. Mr. S. noisily made Mr. T. speak. 

b. Mr. S. made Mr. T. (speak noisilyJ 

VP Complement Analysiョでは (2.11b)の解釈しか許さない.

Diagram 2.7 

'A 
眠

1
1
1
ヒ

A

J

 

NP， VP， Aux， svaber 

ど~I
Tさんくが) V， 

(2.11 a)の意味での (2.10)を導けないのである. (2.10)を (2.12a)と

(2.12 b)の等位接続 conjoiningで導くことも考えられるが，それも不可

古~である.

(2.12) 

a *Sさんは騒々しくさせた.

b. SさんはTさんにしゃべらせた.

(2.12 a)自体が ungrammaticalである.さらに大切な事は r騒々しく」

が saseだけでなく syaberaseta全体にかかっていると感じられること
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である conjoiningではこのことを説明できない.

以上のような反例を説明するためには，別の方法で manneradverbを

派生しなくてはならない.今までに提案されている方法では，HigherVerb 

Analysisが以上の反例を説明できる.乙の分析では， manner adverbは，

より高次の文の述語として出発し，埋め込み文の中に下降してくるのであ

る. Diagram 2.8がその図解である.

Diagram 2.8 

---------、:::-..-ー司

//人¥
v 

JMDJlj 

L ー』ーーーーー一一一ー一一ーーーーーー」

Higher Verb Analysisの実例はJ.E. Geisの論文に見られる.彼女

の倒の一つ (2.13)は， Diagram 2.9のような基底構造をもっ.

(2.13) 
lil 

Frank looked at your picture for two hours. 

Diagram 2.9 

S， 

~一一-- -------¥ 
~\\ ....c:::.~\ 

~ハ\\

//\\~\\\ 
K
 

〉
一

N

M
l
i
N
l臥E
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(2.14)の基底構造は Diagram2.10のようになる.この分析では，

し関係節形成 RelativeClause Formation Transformationが適用され

は名詞化 Nominalizationで(2.15) さらに(2.15)が導かれ，

となる.(2.16) 

(2.14) 

れば，

その少年はすばやく車をさけた.

知ーーた
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Diagram 2.10 

NP， 

S2 

(2.15) 

その少年が車をさけた方法はすばやかった.

(2.16) 

その少年の車のさけ方はすばやかった.

副詞形成が行な

まずNP2 と NP4が消去される.次に VP1の subayakが NP4

が占めていた位置に引き降ろされる. これは述語下降変形

もし関係節変形 Relativizationが適用されなければ，

われる.

Predicate 

Lowering Transformationと呼ばれる.表層構造は Diagram2.11のよ
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うになる.

Diagram 2.11 

'
k
 

a
 

v
j切u
 

s
 

2
 

X
 

1

こ

お

l
i
B
丈

反倒をみていこう. (2.7a)は (2.17)のような基底構造をもっと考えれ

ばよい.

(2.17) 

[[太郎がある態度で本を読んでいる]s態度が]NPおとなしい.

(2.17)の「おとなしいJは， 太郎の本の読み方を述べている. この「お

となしい」が引き下げられて副誌となるのであるから， (2.7)で直面した

問題は生じない.

(2.9 b)の ungrammaticalityも HigherVerb Analysisで説明できる.

(2.9 b)が ungrammaticalなのは， (2.18)が ungrammaticalであるか

らである.

(2.18) 

a *太郎が話す方法はエザチだ.

b. *太郎の話し方はエッチだ.

(2.10)の ambiguityも HigherVerb Analysisで説明できる. Dia-

gram 2.13が (2.11a)の意味を， Diagram 2.14が (2.11b)の意、味を示

す. もし Rel旦tivizationを Diagram2.13に適用すれば， (2.19) となり，
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Diagrarn 2.14に適用すれば (2.20) となる.

Diagram 2.13 

S 

~\\---

乙~/寸\\

sJtl:人 l
ν ¥sas芯

x
 

h
i
lた

Diagram 2.14 

S 

VP Aux 

¥i  
V tこ

soozoosi 

ζ~ --------ヘ¥ i
〉 NF/へ71ほ sa~

f/(¥、P ↓ t::.i 

~/ヘ\\I I 
Tさんがある方法でしゃべる 方法 s∞zoosik

(2.19) 

SさんがTさんにしゃべらぜた方法は騒々しかった.

(2.20) 

SさんはTさんのしゃべり方を騒々しくさせた.

もし Relativizationが適用されなければ， Diagrarn 2.15とDiagr旦rn2.16 
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で示される表層構造が得られる.

45 

13) 

Diagram 2.15 

S 

どご斗〉 一一一一一ファ¥
:ム/¥

Diagram 2.16 
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ft¥
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以上見たように， Higher Verb Analysisは， VP Complement Analysis 

が説明できない例を説明できる. manner adverbの派生の説明としては，

Higher Verb Analysisの方が b巴tterであることになる.

Higher Verb Analysisで，置き換えられる名詞は「方法」だけではな

い. mannerを示す名詞ならなんでもよい.例えば，次の例では["手つ

き」である.

(2.21) 

その手品師はあざやかfこハトを消した.
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(2.21)は， (2.22)のように paraphraseできる.

(2.22) 

その手品舗はあざやかな手つきでハトを消した.

(2.21)の基底構造は， (2.23)である.

(2.23) 

nその手品踊がある手つきでノ、トを消した]s手つきが]NPあざやかだっ

た.

もし headnounが「こと」や「の」場合は，文副詞が得られる. (2.24) 

の基底構造は (2.25)である.

(2.24) 

おもいがけなく父が帰ってきた.

(2.25) 

[[父が帰ってきた]sのが]NP思いがけなかった.

ただしこの場合は Relativizationは起こらない.

ま と め

本論文で取扱ったのは，形容詞・形容動詞の連用形で連用修飾語となっ

ているものを，結果の副詞・様態の副詞・文副調の三つに分類し，結果の

副詞を VPComplementから，様態及び文副詞を HigherPredicateか

ら派生することである.
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